
●記入上の留意点 

 

 
 

① 事業所番号 

  当基金が事業所ごとに割り振る 6 ケタの数字です。 

 

② 加入者番号 

  当基金が加入者ごとに割り振る最大 10 ケタの数字です。右詰めでご記入ください。 

 

③ 変更年月日 

  「XX 04 01」または 

「XX 10 01」  

 

（例）1 月に昇給、1・2・3 の 3 ヶ月分の平均で 2 等級昇級、4 月月変 

厚生年金の標準報酬月額が定時決定（算定）で 9 月に 1 等級降級 

 

→「XX 04 01」 

→「XX 10 01」 

 

 

 



 

 

④ 基準給与 1（第 1 年金実施事業所） 

  第 1 基準給与として変更年月日時点の厚生年金の標準報酬月額をご記入ください。 

  上限：650,000 円 

  下限：088,000 円 

  ※「報酬月額」を記入する欄ではありません。 

  （例）報酬月額 210,500 円 → 標準報酬月額 220 千円 → 「220,000」とご記入ください。 

 

⑤ 基準給与 2（第 2 年金実施事業所） 

  第 2 基準給与として変更年月日時点の口数×1,000 円をご記入ください。。 

 

⑥ 基準給与 3（第 2 年金実施事業所） 

  第 2 事務費掛金の金額をご記入ください。 

第 2 年金のみ実施 

  第 1 年金＋第 2 年金 

：口数 × 100 円 （上限 500 円）  

：一律 100 円 

※届出用紙には“口数×100 円 上限 300 円”とあります 

が、左記のとおりご記入ください。 

 

※ ④～⑥は、変更があった項目のみご記入ください。変更がなかった項目は、空欄のままで差し支えありません。 

 前掲記入例は、1 段目が基準給与 1 のみ変更があるケース、2 段目が基準給与 2 のみ変更があるケース、 

 3 段目が基準給与 1～3 のすべてに変更があるケースです。 

 

⑦ 変更事由（第 1 年金実施事業所） 

  基準給与 1 を変更する場合のみ、厚生年金の標準報酬月額が変更になった事由及び変更が適用された月をご記入 

  ください。 

  ※給与が変更になった月ではなく、算定や月変で厚生年金の標準報酬月額の等級が変更になった月をご記入ください。 

  （例）4 月支払分から昇給→４・5・6 の 3 ヶ月分の平均で 2 等級昇級→7 月改定の月額変更届の対象 

  （例）→（7）月変と記入して□に✓→変更年月日は「XX 10 01」 

  ※厚生年金の標準報酬月額の上限改定で 650 千円に変更になった加入者については余白に「上限改定」とご記入ください。 

 


